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5
月
13
日
に
代
議
員
総
会
を
開
催
し
、
今
後
2
か

年
の
役
員
と
各
部
会
の
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
会

長
は
樋
口
一
次
が
留
任
し
、
副
会
長
は
浦
田
地
区
協

議
会
長
の
石
塚
一
久
が
就
任
し
ま
し
た
。
今
回
の
改

選
で
は
地
区
選
出
代
議
員
22
名
の
う
ち
12
名
が
新

役
員
、
さ
ら
に
協
力
団
体
か
ら
の
役
員
を
加
え
た
3

部
会
39
名
の
う
ち
、
女
性
が
初
め
て
10
名
に
な
り

ま
し
た
。
役
員
体
系
図
を
別
紙
で
折
り
込
み
ま
し
た

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

 

今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
度
で
、
新
し
い
理
事
・

代
議
員
の
方
が
多
く
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
若
い

方
、
女
性
が
と
て
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
活
発
な
話
し
合
い
が
持
た
れ
、計
画
が
実
践

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

今
回
は
今
年
度
の
計
画
の
中
か
ら
三
つ
だ
け
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
ず
一
つ
目
は「
集
落
安
心
づ
く
り
事
業
」
で
す
。

高
齢
者
の
見
守
り
や
除
雪
作
業
な
ど
様
々
な
取
り

組
み
が
で
き
ま
す
。
集
落
単
位
の
場
合
は
戸
数
に
関

係
な
く
可
能
で
す
し
、
大
き
な
集
落
の
場
合
は
20

戸
以
上
の
複
数
の
組
織
で
取
り
組
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
だ
23
集
落
単
位
し
か
加
入
し
て
い
ま
せ

ん
。
大
変
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

二
つ
目
は
昨
年
度
に
試
験
的
に
行
っ
た
買
い
物

支
援
事
業
「
お
買
い
物
バ
ス
」
の
運
行
で
す
。
体
験

さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
か
ら
本
格
運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
開
催
日
ご

と
に
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
、皆
様
か
ら
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

三
つ
め
は
JA
松
之
山
プ
ラ
ザ
店
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
の
利
活
用
で
す
。
窓
口
に
用
事
が
な
い
の
に
中
に

入
る
こ
と
に
た
め
ら
う
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、メ
ル
シ
ー
の
買
い
物
つ
い
で

に
で
も
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
休
憩
所
と
無
料
の

飲
み
物
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
に
も
皆
様
の
生
活
に
直
結
し
た
様
々

な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。み
ん

な
で
住
み
や
す
い
地
域
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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あ 

い 
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つ 

 

松
之
山
自
治
振
興
会
副
会
長 

石
塚 
一
久 

今
年
度
か
ら
中
島
健
男
さ
ん
の
後
任
で
自
治
振
興
会

副
会
長
を
拝
命
し
た
石
塚
一
久
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

新
役
員
体
制
が
決
定 

７月 ３日（金）布川地区と上川手 

７月１０日（金）三省地区と新山・光間・下川手 

７月１７日（金）松里地区と湯山 

７月２４日（金）浦田地区と黒倉・兎口・松之山 

◇
お
買
い
物
バ
ス 

運
行
し
て
い
ま
す
！ 

７
月
の
運
行
計
画
は
左
の
と
お
り
で
す
が
、
希
望
者

の
人
数
に
よ
り
別
日
に
調
整
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
松
之
山
自
治
振
興
会 

（
担
当
：
滝
沢
）
ま
で 
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松之山自治振興会 事務局      https://www.facebook.com/hai.koncho 

〶942-1406 新潟県十日町市松之山 1５9７-2（松之山支所 地域振興課内） 

:025-596-3131 fax:025-596-3515 E-mail: m_jichishinkoukai@yahoo.co.jp 

【松之山の人口５月末】 総人口 1,４72 人（男７０３人 女７６９人） 世帯数：７２２世帯 

  （総人口 前月比：-１２人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇編集後記◇ 

 半年間のご無沙汰でしたが、新年度もこの紙面でお

目にかかることになりました。賞味期限を自覚しつつ、

もう少しお付き合いをお願いいたします。 

    K.Nakajima                                                                  
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市
内
13
の
自
治
組
織
で
構
成
す
る
十
日
町
地
域
自
治
組

織
連
絡
協
議
会
で
は
、
先
日
5
月
26
日
に
開
催
し
た
今
年

度
第
一
回
会
議
に
お
い
て
今
後
2
か
年
の
役
員
改
選
を
行

い
、
現
職
の
川
田
一
幸
会
長
（
水
沢
）、
福
崎
一
久
副
会
長
（
十

日
町
南
）
、
樋
口
一
次
副
会
長
（
松
之
山
）
の
再
任
を
決
め
ま

し
た
。
ま
た
今
年
度
の
最
大
の
案
件
は
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
市
立
中
学
校
の
学
区
再
編
計
画
で
あ
る
こ
と
は
全
地
域

一
致
し
た
課
題
で
あ
り
、
秋
か
ら
年
度
末
に
示
す
と
さ
れ
る

教
育
委
員
会
の
提
案
へ
の
各
地
域
の
対
応
が
始
ま
り
ま
す
。 

今
回
の
会
議
で
市
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
中
で
2
件
に
つ

い
て
概
要
を
報
告
し
ま
す
。 

 ◇
魅
力
あ
る
十
日
町
市
立
中
学
校
づ
く
り
方
針
の
策
定 

 

 

本
紙
1
月
10
日
号
で
現
在
も
会
議
が
継
続
さ
れ
て
い
る

「
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上
げ
の
目
的

と
、
今
後
の
教
育
委
員
会
の
進
め
方
（
案
）
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
し
た
。「
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
当
初
3

月
ま
で
に
8
回
の
会
議
で
終
了
す
る
計
画
で
し
た
が
、
そ
の

後
6
月
ま
で
延
長
さ
れ
、
最
終
的
に
11
回
の
会
議
に
な
り

ま
し
た
。
会
議
後
期
に
は
表
題
の
方
針
の
た
た
き
台
に
対
す

る
意
見
出
し
を
中
心
に
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、
最
終
回
を

経
て
素
案
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
素
案
は
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
る
教
育
委
員
会
に
諮

ら
れ
、
正
式
な
「
魅
力
あ
る
十
日
町
市
立
中
学
校
づ
く
り
方

針
」
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
進
め
る
具
体
的
な
学
校
づ
く
り
計

画
策
定
の
基
本
と
な
り
ま
す
。 

 

新
し
い
学
校
が
何
校
に
な
り
ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
は

最
も
関
心
が
高
い
案
件
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
会
議
で
は 

そ
の
件
に
関
す
る
具
体
的
な
言
及
は
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、

教
育
委
員
会
と
し
て
方
針
に
基
づ
き
計
画
案
を
策
定
し
、

早
け
れ
ば
年
内
に
地
域
に
示
す
と
し
て
い
ま
す
。 

連
絡
協
議
会
で
は
方
針
が
決
定
し
た
段
階
で
の
地
域
説

明
と
、
計
画
策
定
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
に
示
さ
れ
た
第
2
次
十
日

町
市
立
小
・
中
学
校
学
区
適
正
化
に
関
す
る
方
針
で
、
一

旦
白
紙
化
さ
れ
た
中
学
校
の
再
編
計
画
が
改
め
て
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 ◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
状
況
と
受
け
入
れ
の
流
れ 

 

市
内
各
地
域
で
活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

は
5
月
1
日
現
在
で
(1)
地
域
密
着
型
が
19
名
（
地
域
の

要
請
に
応
じ
て
地
域
活
動
の
協
力
を
行
う
も
の
）
と
、
(2) 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
が
6
名
（
特
定
の
活
動
目
的
を
も
っ
て
市

内
の
事
業
所
で
雇
用
さ
れ
る
も
の
）
の
合
わ
せ
て
25
名
で

す
。 松

之
山
地
域
に
は
(1)
の
地
域
密
着
型
で
、
浦
田
地
区
2

名
、
布
川
地
区
1
名
、
上
川
手
地
区
1
名
、
三
省
地
区
1

名
、
松
里
地
区
1
名
の
6
名
が
着
任
し
、
そ
の
活
動
状
況

は
隊
員
が
発
行
す
る
広
報
紙
で
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
地
域
間
で
は
、
ま
れ
に
活
動
内

容
や
退
任
後
の
生
活
に
関
し
て
意
見
の
食
い
違
い
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
市
担
当
か
ら
次
の
2
点
に
つ
い

て
受
け
入
れ
地
域
の
再
認
識
を
お
願
い
し
た
い
と
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。 

①
協
力
隊
は
地
域
の
困
り
ご
と
を
一
人
で
解
決
で
き
る

ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
は
な
く
、「
地
域
の
一
員
と
な
っ
て
協
力 

す
る
人
」
が
移
住
し
て
く
る
の
で
、
里
山
の
暮
ら

し
や
雪
国
の
生
活
に
不
慣
れ
な
人
が
大
半
で
す
。 

②
地
域
の
方
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
3
年

間
で
地
域
と
の
絆
を
築
く
こ
と
で
、
結
果
的
に
定

住
す
る
も
の
で
、
最
初
か
ら
定
住
す
る
と
決
ま
っ

て
は
い
ま
せ
ん
。 

受
け
入
れ
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
寛
容
な
対
応
を
も
っ
て
迎

え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

制
度
導
入
か
ら
こ
れ
ま
で
市
全
体
で
97
名
が

退
任
し
、
そ
の
内
72
名
が
定
住
し
て
い
ま
す
。
な

お
松
之
山
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
19
名
の
退
任

者
の
う
ち
10
名
が
定
住
し
て
い
ま
す
。
ま
た
定

住
し
な
く
と
も
地
域
と
交
流
を
長
く
続
け
て
い

る
元
隊
員
も
い
ま
す
。 

令
和
８
年
度
第
一
回
十
日
町
地
域
自
治
組
織
連
絡
協
議
会
か
ら 

※
現
職
6
名
の
う
ち
4
名

が
今
年
度
中
に
退
任
を
迎

え
ま
す
。 

https://www.facebook.com/hai.koncho
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【十日町市交付金】  予算額 7，201 千円 

① 集落安心づくり事業交付金：27組織×100千円 2,700千円 

同上加算交付金 6行政区×100千円、3行政区×200千円 1,200千円 

② 自治協働事業交付金：①を除く事業に配分できるお金 3,301千円 

【自主財源】  予算額 3，849 千円 

① 会費 305千円（500円×610世帯） ② 繰越金 504千円 ③ 雑収入 144千円（東京松之山会景観資金等）  

④ ふるさと納税応援寄付金会計からの繰入金 2,896千円   

【補助金等】  予算額 100 千円 

① 赤い羽根共同募金から補助金 100千円 

 

□歳入予算総額 １１，１５０千円 （前年度歳入予算総額１２，１８６千円） 

【総務・事業部会】  

□総務防災環境対策費 予算額 1,872 千円（前年度初予算額 ２,103 千円） 

① まちづくり活動事業補助金 1,570千円（14団体の総額） 

② 広報事業費 162千円：「はいこんちょ」の発行 4回分及びポータルサイト運営経費 

③ 防犯活動・交通安全推進事業費 0千円：今年度計画なし  

④ 自主防災組織強化事業費 20千円：自主防災組織会が所有する AEDの消耗品 1台分 

⑤ 教育関連事業への助成事業費 120千円：教育に関連事業及び各種活動への支援 

□福祉文化対策費 予算額４,713 千円（前年度予算額 4,344 千円） 

① 集落安心づくり事業費 3,900千円：27組織の基礎交付金 ＋ 加算交付金対象 9行政区分の合計 

② 敬老会助成事業費 563千円：老人クラブや集落が主催し全集落で実施。75歳以上が対象で一人 1千円の助成 

③ 郷土文化伝承事業費 50千円：湯米心で取り組んでいる野鳥こけしづくりの後継者育成対策に支援 

④ 名老百選事業費 0千円：新名老の認定経費 但し認定は隔年で実施するため R8年度は 

⑤ 買い物支援事業 200千円：5月～11月の隔月に 1回づつ、4つの区域に分けて実施する 

□産業観光交流対策費 予算額 950 千円（前年度予算額 1,812 千円） 

① 地域内イベント助成事業費 540千円：長縄跳び大会、湯鳥駅伝大会、産業祭、まつのやま祭 2026に協賛 

② 交流事業費 310千円：東京松之山会との交流活動費 

③ 獣害対策費 0千円：獣害対策への支援経費（当初予算計上なし） 

④ 緑の環境整備事業費 100千円：美人林保護活動関連経費 100千円 

【移住定住教育環境促進部会】  予算額 1,430 千円（前年度予算額 1,460 千円） 

① 情報活用事業費 70千円：移住定住サイトの管理運用経費、移住定住関連の告知・啓発対策 

② まつのやま学園支援活動費 100千円：まつのやま学園の入学者増に係る PR活動 

③ 新たな取り組事業 1,260 円：移住体験ツアーの企画実施（春・秋 2回）、民間告知 web 媒体の活用、移住相

談対応（現地案内等） 

【まつのやま青年女性まちづくり部会】  予算額 145 千円（前年度予算額 135 千円） 

① 活性化事業費 80千円：地域の史跡等をまもり隊活動費、住民交流調査研究費、みんなの食堂共催 

② 新たな取り組み事業 65千円：移動支援の研究費 

【事務局費・予備費】 予算額 2,040 千円（前年度予算額 2,320 千円） 

  役員 39名分の報酬,役員及び会員の費用弁償・旅費、事務局員の賃金、支所に払う年間の印刷費、 

郵便料金、賛助会費、広告料掲載費など、事業を実施するための諸費用全般 

 

          □歳出予算総額 １１，１５０千円 （前年度歳出予算総額 １２，１８６円） 

 ― 令和８年度事業計画と当初予算概要 ― 

□歳入の部 

□歳出の部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 団 体 名 事 業 内 容 

１ 松之山安吾の会 安吾ゆかりの地松之山大棟山美術博物館を活用したイベントを開催 

２ 松之山地区老人ｸﾗﾌﾞ連合会 活動が困難になる冬期間に、みんなで集える「いこいの場」を開催 

３ 松之山野鳥愛護会（本体） 松之山探鳥会第 70 周年記念式典・記念講演会を開催 

４ 松之山野鳥愛護会（子ども） 「松之山こども野鳥の会」を 4 月から 11 月までの毎月計 8 回開催 

５ 浦田地区芸能祭実行委員会 老若男女が参加する浦田地区夏の最大イベント 今回第 37 回を数える 

６ 布川地区協議会 実践女子大生との交流活動 10 周年記念事業の開催 

７ 縄文ノ和 黒倉 集落の恒例事業として「黒倉新そば祭り」を企画し、各種イベントを開催 

８ 浦田地区協議会 旧小学校グラウンドを地域の憩いの場に整備。地域のカレンダーで PR活動 

９ まつ BASE みんなの田圃づくり、みんなの畑づくり、松之山の暮らし体験講座など 

10 黒倉集落 都市交流から生まれた都内の医師により３回の健康講座を実施 

11 松里地区協議会 これまでの地区イベントを、時代の変化に対応した企画運営で展開する 

12 シン・杢右衛門クラブ 松之山地すべり 60周年の節目企画事業として地すべりシンポジウムを開催 

13 松之山響縁プロジェクト「里音」 鼓童の出張サービスで、三つの地域太鼓チームの技術力向上を目指す 

14 松之山美術同好会 子供たちの絵画力をより高めるために大きなキャンパス作品に挑戦する 

-P2- 

令
和
８
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が
、
5
月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総
会
で
次
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
事
業
の
継
続

を
主
に
新
た
な
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
主

要
事
業
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。 

❖
ま
ち
づ
く
り
事
業 

・
地
域
の
組
織
が
自
主
的
に
行
う
活
性
化
事
業

に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
下
表

の
と
お
り
14
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
次
年
度
の
申
請
時
期
は
来
年
2
月
に

な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
企
画
を
立
ち
上
げ
る

場
合
は
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

❖
集
落
安
心
づ
く
り
事
業 

・
高
齢
者
支
援
活
動
な
ど
地
域
住
民
の
共
助
活

動
で
取
り
組
む
集
落
を
支
援
す
る
制
度
で
、
昨

年
度
は
23
集
落
（
27
組
織
）
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
実
施
組
織
に
は
6
月
中
旬
に
今
年

度
の
取
り
組
み
意
向
確
認
書
を
お
届
け
し
ま
す

が
、
新
た
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
集
落
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
6
月
中
に
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

❖
敬
老
会
事
業 

・
集
落
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
で
取
り
組
む

敬
老
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、
今
年
度
末
（
来
年
3

月
末
）
時
点
で
75
歳
以
上
に
な
る
方
へ
一
人
千

円
を
助
成
し
ま
す
。
昨
年
度
実
施
し
た
団
体
に

は
6
月
中
旬
に
実
施
意
向
確
認
書
を
お
届
け

し
ま
す
。 

 

❖
買
い
物
支
援
事
業 

【
新
】
昨
年
度
お
試
し
で
行
っ
た
買
い
物
支
援

バ
ス
の
運
行
を
、
今
年
度
か
ら
本
格
実
施
し
ま

す
。
5
月
、
7
月
、
9
月
、
11
月
に
計
画
し

て
お
り
、
実
施
日
に
合
わ
せ
て
参
加
者
の
募
集

を
行
い
ま
す
。
車
を
所
有
し
て
い
な
い
、
所
有

し
て
い
て
も
運
転
に
不
安
の
あ
る
方
は
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

❖
移
住
定
住
促
進
事
業 

・
地
域
へ
の
移
住
者
を
増
加
す
る
た
め
の
具
体

的
な
施
策
と
し
て
、
昨
年
度
に
続
き
移
住
体
験

ツ
ア
ー
を
2
回
実
施
し
ま
す
。
募
集
手
段
は
移

住
専
門
誌
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
版
と
SNS
で
広
告

展
開
し
ま
す
。
ま
た
空
き
家
の
調
査
を
行
い
、

移
住
を
検
討
す
る
方
へ
の
情
報
提
供
と
現
地

案
内
に
取
り
組
み
ま
す
。 

❖
青
年
女
性
ま
ち
づ
く
り
事
業 

【
新
】
少
子
化
で
地
域
や
集
落
内
で
の
交
流
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
た
め
、
夏
休

み
期
間
中
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
「
ま
つ
の
や

ま
夏
休
み
こ
ど
も
塾
」
を
4
回
計
画
し
ま
す
。 

【
新
】
松
之
山
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
複

数
の
メ
デ
ィ
ア
の
整
理
を
行
い
、
知
り
た
い
人

に
知
り
た
い
情
報
が
う
ま
く
伝
わ
る
メ
デ
ィ

ア
へ
の
再
構
築
を
進
め
ま
す
。 

・
昨
年
度
開
設
し
た
JA
松
之
山
プ
ラ
ザ
店
内

の
休
憩
施
設
の
充
実
と
、
ス
ペ
ー
ス
の
さ
ら
な

る
利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。 

令
和
８
年
度
主
要
事
業
計
画
の
概
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今年度まちづくり事業は以下 1４団体が採択されました。 

※上記のまちづくり事業の他、移住・定住推進事業や交流事業などの活性化対策には、 

松之山地域への「ふるさと納税応援寄付金」が充てられています。 

※表中の 13番と 14番は、今年度新規採択事になります。 


